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私の住んでいる地域には、商店街がある。その商店街は閉店している店が多く、シャッター街となっている。祖父母の話によると昔は賑わっていたらしいが、今は人通りも多くはない。なぜ、こんなにも寂れてしまったのかと考えると、大型商業施設ができたことや、店主の高齢化、後継者不足などが挙げられる。
こんな商店街だが、私の幼い頃からの思い入れもあり、無くなってほしくないと思っている。そこで税金を活用できないか。そう考えた。
例えば税金を使って空き店舗を改装し、新しく店を始めたいと考えている人に支援をする。そうすることによって、店を出したいけど改装費が高いという人にとって出店へのハードルが下がる。また新しい店ができれば、その店を目的に商店街に人が来ることが期待できる。
他には、ベンチや休憩スペースなどの人が滞在できる場所の整備を税金を用いてできると考えた。そういった場所があれば買い物の途中で休憩したり、友人や家族と会話したりできるため、商店街に滞在する時間は長くなる。通り過ぎる場所であった商店街が少し過ごす場所に変わる。
 このように税金を用いることで商店街を活性化させるための環境を整えることができると私は考えた。
 ここまで考えてきて、私の考えはまだまだ穴があることに気付いた。
税金には限りがあり、商店街の活性化だけに使うことはできない。教育や防災など、他にも税金を必要としている分野がある。そこで、もし地域住民が商店街の活性化を望んでいないとしたらどうだろう。人通りが多くなり賑やかになることを嫌がる人が出ることは想像に難くない。すると私たちの暮らしを支えるための税金が、誰かを苦しめることになってしまう。だからこそ、住民が本当に必要としていることを調査し、どのように税金を使えば地域全体に利益があるのかを考える必要がある。
 商店街の活性化について考えるうえで税には二つの側面があるのではないかと私は思った。できるだけ多くの人が困ることのないよう、生活を支えるための税と、私たち自身がこうだったらいいなと望む未来を実現するための税。これら二つの側面をバランス良く合わせ持った使い方が理想的な税の使い方なのだと私は思う。だから私は今後この二つの視点から税の使い方を見て、より多くの人が幸せであるためにどう使うべきなのか、考えていきたい。
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